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TwitterからのMindMap生成 

 
 

猪口陽平†1  殷成久†1  廣川佐千男†1
 

 

コミュニケーションにおいて、自分と相手の興味、興味の共通点を知ることは重要である。本研究では、SNS上の個
人のデータや日記などの個人の興味が現れる情報から興味を抽出し、マインドマップを生成する。これによって、共

通の話題を探すことができ、コミュニケーションの活性化を行うことができる。 

 

Building a MindMap with Twitter Data 
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In communication, it is important to get to know the common interests of each other. This paper proposes a method to extract 

keywords that represent the interests of individuals from their comments on SNS sites. Those keywords are visualized as a 

MindMap, which can be used as a communication tool. The effectiveness of the maps is evaluated in three examples. 

 

 

1. はじめに   

近年、Facebook, Mixi, Glee, Mobage, Myspace などインタ

ーネット上での友人の交流を支援するソーシャルサービス

が急激に普及している。人間が共存して生活する動物であ

る以上、コミュニケーションは最も大切なものである。し

かしコミュニケーションの問題はいつの時代になってもな

くならない。コミュニケーションの問題を分析してみると、

大きく 3 つに分けられる。 

(1)自分の事が分かっていない。 

(2)相手の事が分からない。 

(3)自分のことを相手に上手く伝えることができない。 

この 3 つの問題を解決することができれば、コミュニケ

ーションの問題はほとんど解決する。明治大学の齋藤孝先

生は、これらコミュニケーションの問題を解決する手法と

して、「偏愛マップ」という画期的な方法を考案している。

偏愛マップとは、1 枚の紙に、自分の偏愛するものをキー

ワードの関連を描いたマップである。人間は様々なことを

考えながら生活している。自分たちの考えていることを相

手と全て共有できれば、コミュニケーションの問題は解決

できる。偏愛マップはその中でも、自分の好きなもの、し

かも偏って愛するものを一つのマップに表示することで頭

の中の「偏愛するもの」を相手と共有することを可能にし

た。このツールにより、コミュニケーションの問題の (2)

と(3)を解決できることが予想される。 

しかし、このツールは(1)の問題を解決していない。つま

り、マップ自体を作ることが難しいという問題は、別途解
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決しなければならない。自分の好きなことをボンヤリとし

か理解していない、まとまっていない、分からないので書

き出せない、という問題を解決する方法は、新たに作らな

ければならない。これを解決するために本研究では twitter

などの SNSやブログなどの個人の発話岐路記録から、興味

を表すキーワードを抽出し、マップを自動生成することに

より、(1)の問題を解決し、コミュニケーションの問題を解

決することを目指す。 

偏愛マップは、様々な書き方があり、そのままキーワー

ドを羅列したものや、似たキーワード群をまとまりで表示

させたもの、マインドマップのように関連するキーワード

をつなげて表示させたものなどがある。ここで、マインド

マップとは、頭の中で起こっていることを目に見えるよう

にした思考ツールのことで、1 つのキーワードを中心とし

て関連するキーワードを放射状につなげていったものであ

る。マインドマップにはコンパクトな表示による見易さと、

連想による理解し易さという 2 つのメリットがある。この

2 つは本研究が目指すコミュニケーション促進に有用なの

で、偏愛マップの実現方法としてマインドマップを採用し

た。 

一方、テキストマイニングの技術の発展により、大量の

テキストデータからユーザーが必要と思われる情報を検索

することができるようになってきた。テキストマイニング

技術に関する研究は大きくわけて、「検索」と「分析」とい

う２つの研究方法がある。「検索」は大量のテキストデータ

を対象に、指定された条件に基づく、適切なデータ抽出し、

利便性の向上が図られているような情報の検索サービスな

どの研究である。また、テキストの文字をそのまま提示す

ることではなく、他のメディア、たとえば、マップや概念
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図など、視覚的なものに変換して提示するということも考

えられる。例えば、特許や文献などを検索するための研究

がある（廣川,2007）。「分析」は文書検索の技術も含め、文

書中の情報を活用するための技術、たとえば、文書要約、

動向分析や、利用者のニーズの分析・支援する技術の研究

である。主にマーケティング分野を中心に活用されてきた。

例えば、アンケート調査結果の分析やお客様からの苦情・

要望などの声の分析がある。 

本研究は「検索」として分類できる。本研究では、ＳＮ

Ｓ中から、ユーザーの興味、過去の行動履歴などから話題

のヒットになるような特徴語を抽出し、マインドマップを

生成することで、個人の過去の話題のキーワード情報の可

視化を行う。これにより、コミュニケーションの促進がで

きると考える。即ち、検索した情報を分類・集約し、加工

して可視化したりすることで、利用者が探索的に情報を探

し、話題をみつけてくるようなシステムを提案する。本シ

ステムを利用することで、ユーザーが自身何を探したいの

かが明確ではなかったり、自身が気づいていないことを探

したり、探索のゴールが明確ではないことをマインドマッ

プ上に表示できる。 

2. 分析対象データ 

2.1 関連語の逐次的探索 

マインドマップの生成は、関連語を逐次的に増やしてい

く探索問題として考えられる。根からスタートし、ある時

点で末端の単語の集合が決まっているとき、その末端の単

語をなんらかの尺度で評価し、その評価値がある閾値より

も高かったら展開し、低かったら展開を打ち切る。 

本研究では評価の尺度のパラメーターとして単語同士

の共起頻度に着目し、単語の出現頻度と共起関連度につい

て様々な閾値に設定によりマインドマップを生成し評価を

行った。 

図 1 は、1 ループ目の評価である。このように、まずは

「根」に関して評価を行い、閾値以上であれば展開、閾値

以下であれば展開を打ち切る。 

図 2 は、2 ループ目に関する評価である。「b」は 1 ルー

プ目で展開されたので、次はこの「b」に関して評価を行い、

閾値以上であれば展開、閾値以下であれば展開を打ち切る。 

 

図 1 1 ループ目の評価の図 

Figure 1 The evaluation graph for the 1st Loop.  

 

図 2 2 ループ目の評価の図 

Figure 2 The evaluation graph for the 2nd Loop.  

 

このように、ある時点での末端のノードの評価を行い、

そこから展開させたノードに対してまた評価を行うという

ループ処理により、重要度の高いキーワードが関連してマ

ップに表示させる仕組みを作成した。 

展開を開始するス時点での種となるキーワードはマッ

プの情報の提供ユーザー名とし、出力が新たなノードの情

報となる。2 ループ目に関しては入力が、1 ループ目で評価

され閾値以上であったノードで、出力が再び新たなノード

の情報となる。 

全体を通して見ると、入力がマップの情報の提供ユーザ

ー名で、出力がキーワードを関連づけたマインドマップと

なる。 

2.2 再帰処理とマップの生成 

着目している単語 a （親ノード）と展開結果の単語 b (子

ノード)の関連度 Red(a,b)は、Rel(a,b) = |D(a)∩D(b)|／|D(b)|

で求める。ただし、|D(w)|は単語 w を含む文書の個数をあ

らわす。 

上記の計算方法により、まずは 1 ループ目において、中

心から共起する単語を周りに描写する。その次は 2 ループ

目において、1 ループ目によって描かれた各々の単語に関

して、共起する単語を描写し、それを繰り返す処理を行う。

また、共起関連度の他に、各単語の文書中での出現頻度も

条件として設け、これらを用いてマップ生成を行った。 

図 3 は展開アルゴリズムの疑似コード、図 4 はそれを表

す絵である。 

 

図 3 展開アルゴリズムの疑似コード 

Figure 3 The pseudocode for writing next node.  
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図 4  展開アルゴリズムの絵 

Figure 4 The graph of writing next node. 

 

2.3 システムの構成 

 

図 5  データプロセス 

Figure 5 Data process. 

 

本研究では、GETA を用いた特徴語抽出し、検索エンジ

ンを構築した。本検索エンジンは、データマイニング技術

を活用した検索エンジンである。データマイニングの技術

では、大量のデータを自動的に分析して、何らかの意味の

ある有用な傾向・パターン・規則・ルール，原理・原則な

どを抽出する。 

本システムには(i)データ取得(ii)専門検索エンジンによ

る検索(iii)マインドマップの生成という３つのプロセスが

ある（図 5）。まず、Twitterにおける一人のツイート履歴の

データを収取し、得られた文書群を検索の対象とする、よ

り高度な分析を行う検索エンジンによって検索する(ii)。こ

うして構築する対象限定の検索エンジンを使って、検索結

果の特徴語を抽出すする。抽出した特徴語をマインドマッ

プで表示する。dot ファイル から pngファイルの生成につ

いては第 4 章で詳しく述べる。 

3. Twitterからの特徴語と単語の関連抽出 

3.1 Twitterのデータ収集と頻度ファイル生成 

Twitter とは、140 文字以内の「ツイート」 (tweet) と称

される短文を投稿できる情報サービスである。2012 年 10

月に、我々は twitter の APIを用いて、個人のツイート履歴

のデータを取得した。A さん、B さん、C さんの 3 人分の

「ツイート」データを収集し、A:1182 件、B:1508 件、C:3200

件のデータを収集した。 

これは個人の興味を表すマップを生成することを目的

としているもので、データも個人の興味が表れるようなデ

ータを用いなければならない。そのようなデータとして、

日記や SNS、検索履歴など、いくつか考えられるが、今回

は、比較的データの取得が容易な twitterのデータを用いて

マップを生成することを考えた。 

それらのデータから頻度ファイルを生成する。図 3.2 は

頻度ファイルの形式である。「@」で始まるブロックに 1

つのツイート情報が含まれ、その下に 1 つのツイートに含

まれる単語の頻度、単語の順に表示する。Twitter の APIを

用いて、個人のツイート履歴のデータを取得する。それら

のデータから頻度ファイルを生成する。図 3.2 は頻度ファ

イルの形式である。 

3.2 GETAによる検索エンジンの実装  

GETA(Generic Engine for Transposable Association)とは、汎

用連想計算エンジンのことである。図 6 に twitter における

一人のツイート履歴のデータの特徴語上位 10 個を示す。こ

れは、左の数字がデータ全体に出てきた単語の個数。右の

単語が特徴語となる。 

特徴語を求める際に、顔文字や記号、助詞など、個人の

興味や行動に関係のないと思われるキーワードが出てくる。

これらの単語はストップワードとして除外した（図 7）。 

 

     

図 6  特徴語    図 7 ストップワード 

Figure 6 Feature words.     Figure 7 Stop words. 

4. GRAPHVIZによるマインドマップの生成 

4.1 Graphviz 

Graphviz は、DOT 言語のスクリプトで示されたグラフを

描画する、オープンソースのツールパッケージである。

Graphviz を用いることにより、twitter のデータから得られ

た特徴語をマップとして表示させる。図 8 は先ほどの 10

個の特徴語を、Graphviz を用いて中心から関連付けたマッ

プである。 

以下に、png ファイルの生成までの全体の流れに関する

説明を行う。 

まず、dot ファイルの生成を行う。図 9 はマップを作成

するための dot スクリプトである。0,1,……,8 がグラフの各
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ノードを表している。例えば図 9 で「2 - 6」とあるのは“情

報”という単語を示す 2 番目のノードから、“プログラミン

グ”という単語を示す 6 番目のノードへの枝を表している。 

このファイルを入力データとして、Graphviz ツールの neato

コマンドを使うことで png画像(図 10)が生成できる。 

 

 

図 8  特徴語のマップ表示 

Figure 8 The feature words’ map . 

 

図 9 dot スクリプトの例( sample.dot ) 

Figure 9 The sample of script. 

 

図 10 pngファイルの例( sample.png ) 

 Figure 10 The sample of png file. 

 

4.2 単語の関連とマップの構造 

以下の図 11 のように、関連する単語を線で繋いだマップ

の生成を考える。ここでは、1と関連する特徴語が 1-1、1-2、

1-3 で、2 と関連する特徴語が 2-1、2-2、2-3 となるように

エッジを生成する。 

 

図 11  単語の関連のマップ 

Figure 11 The map of related words. 

 

5. マインドマップの事例と評価 

本章ではまず、生成された具体的なマインドマップにつ

いて、定性的な評価を示す。次に 3 人のユーザーのマイン

ドマップについて、マップが見やすいか、個人の興味を示

しているか、ユーザー間のコミュニケーションに有用か否

かを、9 人のユーザーに評価してもらった。 

5.1 マインドマップの事例 

図 12(右)のマップは、ユーザーC のデータから、共起関

連度：0.01 以上、出現頻度：15 以上の条件で有効グラフの

探索アルゴリズムにより作成したものである。 

 

 

図 12 ユーザーBとユーザーCのマップ 

Figure 12 The map of User B and User C. 

 

まず、中心から「好き」「人」「実家」「時間」という 4

つのノードに線が繋がっている。そして、「好き」と言うノ

ードからは「化学」「言葉」「家」などといった特徴語が結

びついており、これらが結びついているのは一つのツイー
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トの中で共に発生している単語なので、「化学」「言葉」「家」

というキーワードに対して、「好き」という思考を持つ可能

性が考えられる。また、中心から、「人」―「大学」―「教

授」―「勉強」とノードが伸びていることより、「教授から

大学に来て、勉強するよう言われている。」といった予想が

できる。これらのように、キーワード単体では見えなかっ

たその人のキーワードとの繋がりが、キーワードの関連す

るものを辿ることにより、興味や行動、思考などが見えて

くる。 

また、図 12(左)に、ユーザーB のデータから、共起関連

度：0.01 以上、出現頻度：15 以上の条件で作成したマップ

を表示する。 

ユーザーBと先ほどの Cの 2 人がコミュニケーションを

行う場合、まずお互いのマップを見ることにより、お互い

の事を知る材料になる。また、お互いのマップの共通のキ

ーワードを探し、そのキーワード自身やそれに付随するキ

ーワードで話すことができる。それらのキーワードは、お

互いの共通の興味、もしくは行動、思考を表すキーワード

である可能性が高いため、共通の話題として会話の促進を

行うことができると思われる。 

例えば、図 12 は、ユーザーB と C のマップを横に並べ

たものである。共通のキーワードに関しては赤枠で示す。 

  すると、共通のキーワードとして、「化学」「研究」「ツイ

ート」「彼氏」「女」「友達」「話」が挙がった。これらのキ

ーワードが共通の話題として提供される。また、例えば B

のマップでは「化学」というキーワードの周りには「話」

「研究」などといったワードが挙がり、C のマップでは、

「化学」の周りには、「高校」「好き」などといったワード

が挙がる。これらは共通の興味に付随するキーワードなの

で、お互いに関心がある話題の可能性があるため、話題の

提供になりえる。 

5.2 ユーザーによる評価 

コミュニケーション支援のためのマインドマップと言

うことで、マップのインターフェース(5.2.1)、マップの内

容(5.2.2)、コミュニケーション活性化の評価(5.2.3)という 3

つの観点での評価を行った。 

5.2.1 マップのインターフェース 

９人の大学生を使って、マップのインターフェースにつ

いて評価を行った(表 1)。6 つのマップに関してどのマップ

がマインドマップとして適しているか、「見やすさ」と言う

観点で主観的に判断してもらった。 

(1)まずは、ノード数ごとに分かれた「①」「②」「③」

ごとに、分岐が多いマップと分岐が少ないマップで比較し

てもらい、それぞれ 9 人に「見やすい」と思われる方を選

択してもらった。その結果、表 2 のように、ノード数が 70

以下のマップに関しては分岐が多いマップが選択され、ノ

ード数が 70 以上のマップに関しては分岐が少ないマップ

が選択されるという結果が得られた。 

 

表 1 評価用のマップ 

Table 1 The Map for evaluation. 

 

 

表 2 分岐数による評価の結果 

Table 2 The evaluation results by the number of branches. 

 

 

表 3 ノード数による評価の結果 

Table 3 The evaluation results by the number of nodes. 

 

 

(2)次に、どのくらいのノード数が最も「見やすい」マ

インドマップであるかを調べるために、①、②、③のマッ



情報処理学会研究報告 

IPSJ SIG Technical Report 

 

 

ⓒ2012 Information Processing Society of Japan 6 
 

プから選択してもらった。 

この結果、表 3 のように、おおよそ 70 以下のノード数

が最も「見やすい」マインドマップであるという結果が得

られた。 

5.2.2 マップの内容  

 作成したマインドマップに関して、データの提供ユーザ

ーの興味や行動、思考を表しているかについて、①本人と

②その人を知人に 5 段階のアンケートで評価をしてもらっ

た。データの提供ユーザーは 3 人で、それぞれ 3 人ずつ評

価をしてもらった。そしてそれらの平均値をとった、その

結果は表 4 に示す。 

 

表 4 内容評価の結果 

Table 4 The evaluation results with the content. 

 

 

 

 

 

5.2.3 コミュニケーション活性化の評価 

データの提供ユーザー3 人(A,B,C)に対して、Aと Bのそ

れぞれのマップに共通して表れた特徴語 X1,  A と C のそ

れぞれのマップに共通して表れた特徴語 X2,  B と C のそ

れぞれのマップに共通して表れた特徴語 X3に対して(表 5)、

普段ユーザー同士が会った際にそれらのキーワードが会話

の中で表れるのかを 5 段階で評価してもらった。 

 

表 5 共通して表れた特徴語 

Table 5 The feature words appeared in common. 

X1 ( A と B) 勉強、院試、研究、バイト、話、先生、男、情報、友達、円 

X2 ( A と C) 友達、写真、女、メール、伊都、研究、勉強、教授  

X3 ( B と C) 化学、研究、ツイート、彼氏、女、友達、話  

 

なお、ユーザー同士はお互いにもともと知り合いである

とした。この評価によって、初めて会った人同士でもマッ

プを見ることによって共通の話題を見つけることができ、

コミュニケーションの促進に繋がるかどうかの評価ができ

ると考えられる。結果を表 6 に表示する。 

この結果より、5 段階中「3」以上が 2/3 を占めているた

め、普段友人と話す話題が共通のキーワードとして表れて

いることが示される。逆に捉えると、初対面の人物同士で

も、このマップに表示された共通のキーワードを見ること

により、その人物と打ち解ける話題を見つけることができ

ることが示された。よって、これにより初対面でのコミュ

ニケーションの支援を行うことができることが示される。 

 

表 6 初対面の評価の結果 

Table 6 The evaluation results of first meeting. 

 
 

表 7 知り合いの評価の結果 

Table 7 The evaluation results of acquaintances. 

 

 

表 8  人間関係による評価 

Table 8 The evaluation with personal relationship. 

 

(2)次に、マップのデータ提供ユーザーの知り合いに、作

成したマップを提示し、このユーザーに関して新たな情報

を得ることができたかを評価してもらう。この評価により、

すでに構築された関係の人物に関しても、相手の新たな情

報を知ることができ、コミュニケーションの促進を行うこ

 User1 User2 User3 Average 

本人 4 4 3 3.67 

知人 4 5 4 4 4 5 5 5 5 4.56 

0
1
2
3
4
5

②
新
た
な
情
報
を
知
っ
た

 

①関係の親密度 

Aの値 

Bの値 

Cの値 

親密度(大) 親密度

 知人            友人       親友 
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とができる。それぞれのマップに対して知人 3 人の評価を

もらい、それぞれ 5 段階評価をしてもらい、それぞれの平

均値を求めた。結果を表 7 に表示する。 

ただし、この評価はもともとの人間の関係の大きさに影

響を受けるため、①もともとの関係の親密度 ②新たな情

報を知ったかの 2 軸で表 8 を生成した。このとき、①のも

ともとの関係の親密度に関しては、「親友」「友人」「知人」

の 3 段階で、主観的に判断した。 

親密度が大きくなるほど新たな情報を得る可能性が下

がると予想したが、はっきりとした結果を得ることができ

なかった。これには、関係の親密度の判断が不正確である

ことと、評価のサンプル数が少ないことが原因であると考

えられる。 

6. 関連研究 

本研究では、データマイニングや検索エンジンなどの技

術を利用し、ＳＮＳ中から、ユーザーの興味、過去の行動

履歴などから話題ヒントになる特徴語を抽出し、動的に次

のノードを探索し、マインドマップを生成することによっ

て、ユーザー興味などを階層化する手法を提案する。 

6.1 データマイニングに関する研究 

データマイニングによる得られる情報の代表的なもの

に、データ間の相関ルールがあり、その抽出処理方式に関

する研究が盛んでいる。例えば、新谷ら(1997)は、データ

の特徴により分類階層化されていることを主張し、これを

考慮した相関ルール抽出の並列処理方式を提案した。下司

らは、与えられた文書集合からユーザーの検索クエリに合

わせて動的に特徴語とそれらの上位下位の関係を抽出し、 

グラフによって可視化する手法を提案した(下司、廣川

2007)。また、廣川らは共起頻度による概念グラフを構築し

た後、隣接する隣接上位ノードを用いた推薦手法に応用し、

特許(廣川、2007)を取得している。本研究では、データマ

イニングを利用して共起頻度を求め、それらの単語の関連

性を用いた有向グラフの生成を行った。 

6.2 マインドマップに関する研究 

多くのマインドマップを利用した研究を行なわれてい

る。深澤ら（2007）は、児童・生徒の思考力や発想力や表

現力を具体的に育成するため、中学生に「人間が生きるた

めの条件」に関する考えを書かせ、マインドマップを用い

た思考法の方が、箇条書きで行った思考法よりも、中学生

の思考力を向上させている研究を行った。また、聴覚障害

学生のための講義支援方法として、PCノートテイクとマイ

ンドマップを併用した講義保障方法を研究されている（草

間,2012）。従来の PCノートテイクが文字情報のみによる情

報保障であるのに対して、マインドマップは講義内容全体

を図解要約できるため講義内容を容易に理解できるメリッ

トがある。本研究でもこのメリットを生かし、個人の興味

や行動をマインドマップとして生成する。 

6.3 マインドマップによるコミュニケーション 

マインドマップによるコミュニケーションを促進する

研究もある。花植ら（2012）は話題の構成と流れに対する

意識を促すプレゼンテーション・ツールとして、マインド

マップを利用している。プレゼンテーションの準備時にシ

ナリオを構成する機能をマインドマップ形式による説明内

容の構造化として実現している。また、看護学生のコミュ

ニケーション技術の向上に対するマインドマップの有効性

について検討する目的として、高石ら(2009)は、20 年以上

の経過をもつ統合失調症の患者様と関わるプロセスで描い

たマインドマップをデータとして、 学生のコミュニケーシ

ョンの変化を分析して対象理解やコミュニケーションの変

化を分析している。マインドマップは、自分の持っている

情報を視覚化して対象理解を深めることができ、より効果

的なケアを考えることにも有効であったことを報告してい

る。本研究でもこのマインドマップによるコミュニケーシ

ョン促進に着目し、特に個人の興味や行動に特化したマイ

ンドマップによる話題の提供を行った。 

7. まとめと今後の課題 

本研究では、コミュニケーション支援のためのマインド

マップの生成を行った。評価の結果、マップのインターフ

ェースに関しては分岐が少ないマップに比べて分岐が多い

マップが“見やすい”マップであることが示された。これ

は、冒頭で述べたマインドマップの、１）連想による理解

度向上, ２）複雑な概念をコンパクトに表現できる見やす

さの向上, という 2 つのメリットが実証されたと理解でき

る。また、“見やすい”マップのノード数もインターフェー

スに関する評価で求められた。これは、1 枚のマップに表

示されるキーワード数で、人間が把握するのに適切な数で

あることが予想される。マップの内容に関する評価では、

個人の興味・行動・思考を表すマップとして適切なものが

生成できたことが示された。 

本研究で利用した 3 人の twitter のデータを見ると、コミ

ュニケーションに利用したり興味や行動を発信したりと、

様々なことに関するキーワードが見られた。そのため、“興

味”だけでなく“興味・行動・思考”などが抽出された。

“興味”だけに限定したマップを生成するには、twitter の

データを用いる場合は個人の使い方を把握してデータを選

ぶ必要がある。Twitterのデータ以外で個人の興味が表れる

データとしては、個人のブログや日誌などが考えられる。

これも同じように個人の使い方を把握したうえでデータを

選ぶ必要がある。しかし、twitter のようにコミュニケーシ

ョンとして利用することはできないので、twitter よりも個

人の情報に絞られたものが抽出できる可能性がある。 

Twitterや日誌、ブログなどは、個人の中から発信する個

人の興味等が表れるが、それとは別に、個人が興味のある

ことを収集したものをデータとして扱うこともできる。例
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えば、検索履歴やはてなブックマークなどがそうである。

検索活動は、個人が興味あるものや調べたいものに対して

行うため、個人の興味を抽出することができる。しかしこ

の場合は、調べたい事が自分の興味のある事と必ずしも関

係しているわけではないので、個人の興味のみを抽出する

ことは難しい。一方、はてなブックマークとは、オンライ

ンにブックマークを保存できるブックマークサービスのこ

とで、自分が興味ある記事をどんどんブックマークしてい

くことができる。これは、個人の興味の収集されたものが

データとして溜まっていくため、個人の興味のみを抽出す

ることが可能であると考えられる。 

よって、今後はまず、はてなブックマークのデータとい

う、個人の“興味”のみを扱ったデータを利用することに

より興味の抽出をするという方向が妥当と考える。また、

“興味”を抽出できた後の話であるが、2 人のマップを融

合し、共通の興味を分かりやすくする工夫が必要だと考え

られる。 
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